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1.　イ ネ種子 の成熟の際， つまり養分貯蔵 の過程では

Ｖ.B1 が どのよ うに関与してい るかを追求し た。

2.　材料 は９月上旬 から開 花 し 始 め る 稲（ 中生 新千

本 ）の種子を使用。実験方法は，チ オクロム法による組

織化 学的 光学顕微鏡観察を行なった。

3･　 開花後 ５日目に はめし べの表皮 にV.B, 螢 光が強

く，胚 のうの成長 がみられる7 日目にはすでに胚がで

きはじ めて い る か， この頃 からV.  Bi も多 量に含んで

いる。胚 乳では核 にV.B, があることが認められた。ヨ

ード反 応をみるとデンプン粒が認められた。 10日目では

デ ンプ ン粒 がほぼ完成 されているので胚乳内でのV.B,

分 布は明らか で なか っ た が，胚 では核・細胞質ともに

V.Bi の螢光 が非常に強い 。皮層の中でも糊粉層にV.  B,

を多 く含んでいることもわかった。 開花後12日目になる

と胚 は次の世代 の準備を整え,幼芽 や幼根の先 にはV.Bi

の螢 光が特に強 い。完全 に種 子が成 熟し た17日目には次

に発芽ナるとき最初に活動を始 める皮 層や胚 にV.B, を

多 く貯えていることがわかる。 これらの事 柄から確 かに

イ ネ種子の成熟にはV.B, が多 く認 められ，胚 ・皮 層部

特 に核に多 いこ とがわかった。


